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1. 定格
1・1. 定格

通信方式

通信速度

同期方式

シリアル・インターフェイス

4800BPS (Bi t Per  Second)  

調歩同期方式（非同期）

ピット構成 スタート：1ビット，キャラクタ長：8ビット，
ストップ：2ビット

パリティチェック なし

信号形式 T T Lレベル

ご注意
定格は、技術開発に伴い変更することがあります。

1・2. 接続端子

端子番号 信号名 方向

1  GND 信号グランド
2  T X D  送信データ 出力
3  R X D 受信データ 入力
4  CT S  送信可 入力
5  RT S  送信要求 出力
6  N C  無配線
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ACCl コネクターの端子配置

②）／き＂＇ J④
I  ' Q - .a, 
u:ア』 てユl

①）' J 1V「⑤
（コネクターを表側から
見た図）

GND：信号線のグランドで、信号に対しグランド電位
を与えます。

T X D：トランシーパーからパーソナルコンビュータへ
シルアルデータを出力するもので、負論理で出
力します。

R X D：パーソナルコンビュータからトランシーパーへ
シノレアノレデータを入力するもので、負論理で入
力します。

CT S：パーソナルコンビュータからの入力信号で、コ
ンビュータが送信データを受け入れない時、ト
ランシーパーに対し送信を禁止するもので、正
論理で入力します。（“ L ” レベルで送信データを
ストップする）

RT S：パーソナルコンビュータへの出力信号で、トラ
ンシーパーが、受信データを受け入れない時、
コンビュータに対し、送信データを禁止するも
ので、正論理で出力します。（“ L ” レベルで、コ
ンビュータに禁止要求）
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2. 接続
・コンビュータ接続時の注意
1. トランシーノて一、パーソナルコンビュー夕、イン

ターフェースなどの電源を必ずOF Fにしてくださ

2. 結線が正しいか確かめてください。
トランシーパーの出力はパーソナルコンビュータの
入力に、トランシーパーの入力はパーソナルコン
ビュータの出力に接続します。
例えば、
トランシーパーの送信デー夕日コンビュータの受信
データ
トランシーノてーのR T S－ コンビュータのCT S

3. コンビュータの伝送速度は4800BPSになっているか
確かめてください。

4. コンビュータのビット構成は正しいか確かめてくだ
さしユ。
スタート
キャラクタ長
ストップ
パリティ

:  1ビット
: 8ピット
: 2ピット
：なし



3. 操作
3・1. トランシーパーをコントロールするた

めには
コンビュータの情報はバイト単位で扱われ、これを送
る方法としてシリアル方式とパラレル方式がありま
す。シリアル方式は Iつの回線で時間分割的に送る方
式で、回線の本数が少ない、ノイズの影響が少ないと
いう利点があります。また、データのや．りとりをどの
ようにするかによって同期式と非同期式に分けられま
す。さらに 1秒間に何ビットのデータを送るかによっ
て、伝送速度が定まり、単位に「ボー」を使用しま
す。
トランシーバーをコントロールするためにコンビュー
タとの接続線は、送信データ（T X D）、受信データ
ぼX D）、 G NDの3本があれば可能です。しかし、情報
のやりとりが多くなると、データの処理速度より、
データの伝送量が多くなるため、制御ラインとして
RTS,  C T Sを使用し、データ伝送を可能にします。イン
ターフェースを電気的に分類すると、一般的にはRS-
232C,  T T Lレベル、カレントループと呼ばれるものが
あります。 T S・850はT T Lレベルを採用しています。
T T Lレベルとは、TTL - I Cの入出力をそのまま使用した
もので、 L レベルがov H レベルが5 Vになります。
一般にノ fーソナルコンビュータはRS- 232Cのシリアル
ポートを持っています。 RS- 232CはL レベルが－ 12V,
Hレベルが＋ 12V（規格ではL レベルが－ 5～－ 15V, Hレ
ベルが＋5～＋ 15V）ですからトランシーパーと接続する
場合、レベル変換をしなければなりません。 I F- 232C
はこのレベル変換を行うことができます。

トランシーパーを送信状態にしたい時、コンビュータ
からトランシーパーへ“ T X；” の文字列をアスキー
( ASCI I）コードで送ると送信状態になります。この
“T X；” という文字列は「トランシーパーを送信状態に
する」と決められた命令の1つです。トランシーパー
には、この命令が31種類用意されており、これをパー
ソナルコンビュータのプログラムで使用することによ
り、自由にコントロールすることができます。ここで
ノf ーソナルコンビュータから“ T X；” という命令を出力
させるためには、ノ fーソナルコンビュータ慣リでBAS I C
言語などを使用してプログラムを作成しなければなり
ません。プログラムの作成についてはパーソナルコン
ビュータにより異なりますので、それぞれのパーソナ
ルコンビュータのマニュアルおよび3・2項を参照してく
ださい。

3・2. パーソナルコンビュータのプログラム
ノf ーソナルコンビュータでトランシーノてーをコント
ロールするには、まずRS- 232Cの入出力を行う必要が
あります。ここではその方法について簡単なプログラ
ムを使用して説明します。例として取り上げるパーソ
ナルコンビュータはNE CのPC- 9801 [ N88- BAS1C( 86）］で
すが、他のモデルについてはそのパーソナルコン
ビュータのマニュアルを参照してください。
RS- 232Cを使用するには初期設定を行い、その後、入
力、出力を行います。 P C・9801 [ N88・BAS1C( 86）］を使用
する場合のプログラムは次のとおりです。
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P C・9801 [ N88- BAS1C( 86) ]  

初
期 OPE N 設
r疋ムー，

入 RX $=1NPUT $ ( 1，削）

力 （文字変数R X $に1文字入力
する。）

出 P R I NT  件1, T X $  
力 （文字変数T X $を出力する。）

プログラム1

100 OPEN ”COM: N83N” AS  #1 
110 ’  
120 TX$=I NKEY$ 

・サンプルプログラム
このプログラムはキーボードから入力した文字を、
ディスプレイに表示すると共にトランシーパーへ出
力したり、トランシーパーから出力されたデータを
ディスプレイに表示させることができます。このプ
ログラムで動作の確認をしてください。キーボード
から入力すると次のようになります。

FA;  .. パーソナルコンビュータのキーボードで入力

FA00014000000;  . . . . . . .  トランシーパーからの出力

IF;  . . . パーソナルコンビュータのキーボードで入力

I Fooo 1400000010000 +  oooooc_, c_, o 104oooooso;  
．トランシーパーからの出力

130 I F TX$＜＞”” THEN PRI NT #  1,  TX$;  :  PRI NT TX$;  :  I F TX$＝”；” THEN PRI NT 
140 I F LOC( l )  THEN RX$=I NPUT$( 1, #1) : PRI NT RX$; : I F RX$＝”；ぺ THEN PRI NT 
150 ’  
160 GOTO 120 
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次のプログラム2は、命令のパラメータの状態が分か
りやすいように作成してあります。プログラムは、
P C・9801 [ N88- BAS1C( 86）］用ですが、他のパーソナルコ

ンビュータの場合はプログラム1を参考にしてプログ
ラムを修正してくださし」プログラムを実行しますと
下図がディスプレイに表示されます。

c o刊MAND T E S T  PROGRA門
T X  DAT A  

1  5  1 0  1 5  
R X  DAT A 

1  5  1 0  1 5  

キーボードから入力すると T X D A T Aの欄に表示される
と共にトランシーパーに出力されます。また、トラン
シーパーからのデータが、R X D A T Aの欄に表示され
プログラム2

100 WI DTH 80, 25: CONSOLE 0, 25, 1, 0: CLS 3  
110 ’  
120 PRI NT ” 1  

130 PRI NT ” 1  
140 PRI NT 
150 PRI NT 
160 PRI NT 
170 PRI NT 

COMMAND TEST PROGRAM 

180 PRI NT 
190 PRI NT 
200 PRI NT 

I  T X  DATA 

11 5  10 15 20 25 30 

2 0  2 5  

2 0  勺 E
4 ー』F

3 0  

3 0  

『 F.  ..:,;..., 

3 5  

ます。このプログラムにより、命令表が一層理解でき
ると思います。

35 
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8  

I  RX  DATA 

11 

’
 
，
 

l
 

210 PRI NT 
220 PRI NT 
230 PRI NT 
240 PRI NT 
250 PRI NT 
260 PRI NT 
270 ’  
280 ’ ーーー一－
290 ’  
300 X=l : Y=5: CX=X: CY=Y: FL=l  
310 ’  
320 ’ －ーーーー
330 ’  
340 OPEN ”COM: N83N” AS 非1
350 I F LOC ( 1)  THEN RX$= I NPUT$ ( 1，れ） : GOTO 350 
360 ’  
370 ’ ーーーーー
380 ’  
390 TX$=I NKEY$:  I F TX$＜＞”” THEN GOSUB 460 
400 I F LOC( l )  THEN RX$=I NPUT$( 1, #1)  : RD$=RD$+RX$ ELSE GOTO 
410 I F RX$＝”；” THEN LOCATE X, Y+6: PRI NT RD$; : RD$＝”” 
420 GOTO 390 
430 ’  
440 ’  
450 ’  
460 I F TX$＜”” THEN RETURN 
470 I F FL=l  THEN CX=l : LOCATE CX, CY: PRI NT SPC( 38) ; : FL=O 
480 PRI NT #l , TX$;  : LOCATE CX, CY: PRI NT TX$;  
490 CX=POS( O) : I F CX=39 THEN CX=l  
500 I F CX=O THEN ex字1
510 I F TX$＝”；” THEN FL=l : LOCATE X, Y+6: PRI NT SPC( 38) ;  
520 RETURN 

20 30 35 ’’ ’’ l 
5  10 25 15 

cur s or  addr es s  &  f l ag set  

RS- 232C open &  buf f er  c l ear  

mai n r out i ne 

390 

t x dat a subr out i ne 



以上のようにしてプログラムを作成していきます。プ
ログラム 1, 2は命令を理解していただくもので、実用
的なものではありません。用途に合わせてプログラム
を作成してください。
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3・3. d』ロロ 令
命令は、下の例のように命令、パラメー夕、および命
令の終わりを示すターミネータにより構成されます。
（例）
_EA 00007000000 」・ ・ ・ V F O A を7MHzに設定する
↑ ↑ ↑  
命令ノ f ラメータターミネータ

・命令
2文字の英文字で、大文字または小文字0

・パラメータ
パラメータは命令で補うもので、命令により使用す
るパラメータが決められています。また、パラメー
タには桁数も決められており、命令には指定された
パラメータ数と桁数が一致していなければなりませ
ん。機種によって、命令で定められたパラメータが
該当しない場合があります。この場合、ダミーとし
て“ ；” （ターミネータ）以外のキャラクタで桁数をそろ
えてください。
例えば、 MC（メモリーチャンネルの設定）という命令
は、 l桁のメモリーパンクと 2桁のチャンネルの2つ
のパラメータがあり、パンク 1の9チャンネルを設定
する場合、次のようになります。

10 

MC109;  
TS- 850シリーズは、メモリーパンクがありませんので
上記の設定方法でも有効となりますが、次のような設
定方法でもかまいません。

MC0 0 9；口には“ ；” 以外のキャラクタを入れる。

次に誤りの例を示します。

MC09;  . . . . . . . . . . . . . . . パンク指定がない
（パラメータの数が不足）

MC19;  . . . . . . . . . . . . . . . チャンネルの桁数が少ない

MC'----'l'----'09口；

MC1009;  

・ターミネータ

9チャンネルは09とする
パラメータ聞に不要なキャラ
クタを入れてはいけない
チャンネルの桁数が多い

命令の終了を示すもので“ ；” （セミコロン）を必ず入れ
なければなりません。ターミネータは命令により何
桁目にくるか定められています。



3- 3・1. 命令の種類

「設定コマンド
「入力コマンド一一一一ーイ （状態を設定する）
｜（トランシーパーに入力する） L 読み出しコマンド

命令－｜ （応答コマンドを
｜ 要求する）
L 出力コマンド 応答コマンド
（トランシーパーから出力される） （状態を出力する）

命令は、上記のように分類されます。例えば、 F A
( F REQUENCY V F O A）というコマンドは次のようにな
ります。
・周波数を7MHzに設定する場合、コンビュータから

トランシーパーへ次の命令を送ります。
F  A00007000000;  . . . . . . . . . . . . . 設定コマンド

・V F OAの周波数を読みたい時コンビュータからトラ
ンシーパーへ次の命令を送ります。

FA;  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 読み出しコマンド
・上記の読み出しコマンドを送ると次の情報を返しま
す。

F  A00007000000;  . . . . . . . . . . . . . 応答コマンド

3-3-2.  エラーメッセージ
トランシーパーからは応答コマンドが出力されます
が、それ以外にエラーが生じた場合、トランシーパー
はエラーメッセージを出力します。

・コマンドの文法が間違っている場合
？・ ・文法は正しいがセットの状態により、実行さ， れなかった場合（状態によっては、出力され

ない場合があります）

通信エラーが発生した場合（シリアルデータ伝
E・ 
’  

送時にオーバーランエラー、プレーミングエ
ラーを発生した場合）

O; 受信データが処理しきれないにもかかわらず、
受信データが送られてきた場合
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3-3-3.  命令衰の見方

' A品 MATI ON

I F コマンドのパラメータグ川、ずれかが変わった場合，
命令の機能 機

自E トから送り出す機能を ON/ OF Fする。

設 I  2  3  4  5  6  7  8  

セットを設定するための命令の書
｛ 疋 I  A  '  I  I  Pl  I  ;  I  
コ

式を示す。 1, 2桁目に斜線のある ヨ宇 14 15 16 17 18 19 20 21 

ものは、設定コマンドがありませ 入 ン
力 ドん。 コ
’ ' 7 言子E I  2  3  4  5  6  7  8  
ン λ か 区三三｜ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 :::J 

セットの状態を読み出すための命 ーす

令の書式。 1, 2桁目に斜線のある ，〆
ド

ものは、読み出しコマンドがあり I  2  3  4  5  6  7  8  
ません。

出lJ 応、 I  I  I  F  Iパラ lメ－ ：は Iマコマ lンド宇参照 l

忽，cf 14 15 16 17 18 19 20 21 
コ コ
’マ ?  

トランシーパーから出力される命 . /  . /  27 28 29 30 31 32 33 34 

令の書式を示す。 1, 2桁目に斜線 ド

のあるものは、応答コマンドがあ
りません。 ( l ) IF コ7 ンドのパラメータの変化を約1. 5秒毎にチェ

解 (2）スキャン動作中または同調つまみの回転中はチエツ
説
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命令の桁数

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

自動的に IF! コマンドをセソ Pl  Al のON/ OF F

9  IO II 12 13 コ
22 23 24 25 26 

9  IO II 12 13 

22 23 24 25 26 

9  IO II 12 13 

22 23 24 25 26 

35 36 37 38 39 

ックする。もし変化した場合は自動的に IF コマンドを出力する。
ク時聞が1. 5秒より長くなります。

コマンド書式のパラメータに対応

｜パラメータ表に記載された書式
No. と対応。パラメータの書式
｜は、パラメータ表を参照してくだ
さし h。

L一一一一一一

パラメータの機能

命令の使用法や詳しい機能とそれ
に関する注意。

13 



3-3-4.  パラメータ表

書式No 名 称 桁数 書式 書式No 名 称 桁数 三Eヨ主 式

1  S W  1  O= OF F  l = ON メモリーチャ

l =L SB,  2=USB,  3 = CW,  

2  MOD E  1  4 = F M,  5 = AM,  6=F SK,  7=CW- R,  8 = T UNE ,  
9=F S K- R 

3  FUNCTI ON 1  O= V F O A,  l = V F O B,  
2 = ME MOR Y  

9  ンネルスプ 1  O＝受信側 1＝送信側
リット指定

メモリー 。二ロックアウトしない10 ロック 1  1＝ロックアウトするアウト

11 T X / R X  1  O＝受信状態 1＝送信状態

1  Hz単位で、 11桁で表わ 00～20までの2桁で表わし

4  周波数 11 す。
（例）00007000000...... 7 MHz  

↑ ↑ ↑ ↑  
10GHz  1MHz  l kHz l Hz  

12 通過帯域 2  ます。 00がノーマル状態
周波数 （広帯域）で 20が狭帯域で

す。

1桁目が“ ＋” または“ 一” で、 13 （使用しません。）

5  RI T,  X I T  5  残る 4桁は、 1 Hz単位の周
周波数 波数

（仔リ）＋0830 .  .  .  +0. 83kHz 
14 T ONE  2  01～38の2桁で表わす。周波数

6  （使用しません。） 15 （使用しません。）

7  メモリー 2  2桁で表わす。
チャンネル （例）02 . . . . 2チャンネル

16 モデル 3  セットごとに定められた、
ナンバー 3桁の数字。

8  （使用しません。） 17 （使用しません。）

18 （使用しません。）

14 



書式N 0  名 称 桁数

19 

20 

21 

22 メーター 4  レベル

23 

24 METER S W 1  

25 P I T CH 2  

26 F I L T E R 3  

書 式

（使用しません。）

（使用しません。）

（使用しません。）

0000（最小）ー0030（最大）

（使用しません。）

O= NO SELECT ,  l = S WR ,  
2 = COMP ,  3 = A L C  

00～12までの2桁で表わし
ます。 00が低音で12が高
音です。

000 =  NO SELECT( READ ONLY)  
002 =  F M WI DE,  003 =  F M 
NARROW,  005=AM,  007=SSB,  
009=CW,  Ol O=CW NA R R OW 

3・3・5. 命令使用上の注意
1. 受信データのうちコントロールキャラクタ（00～

l F H）は無視されて捨てられます。

2. エンコーダが急速に回転中は、命令の実行が遅れる
場合があります。

3. キーボードによる周波数の入力中は受信データは処
理されません。

4 . MWのコマンドを使用し、スプリットチャンネルの
送信周波数を書き込む場合、 MOD Eには、 1～7, 9の
中のいずれかを、メモリーロックアウトにはOまた
はIを入れてくださし」
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3・3・6. 命令一覧表

4ロ－ロh ，τ Aコ 機能

AI  A UT O I NF ORMAT I ON 
DN/ UP DOWN/ UP  
FA/ FB F REQUENCY  V F O A/  

F REQUENCY  V F O B  
F L  F I L TER 
FR/ F T F UNCT I ON RX / T X  
I D I D 
IF I NF ORMAT I ON 
L K  L OCK 
MC  ME MOR Y  CHANNE L  
M D  MODE  
M R  ME MOR Y  RE AD 
M W  ME MOR Y  WRI T E  
M X  AI P 
P T  PI TCH 
R C  RI T CL EAR 
RD/ RU RI T DOWN / RI T U P  
R M  RE AD ME T E R  
R T  RI T 
RX/ T: X RX / T X  
S C S CAN 
SH/ SL S LOPE T UNE  HI GH/ L OW 
S M S ME T E R  
T N  T ONE  NUMBE R  
V R  VOI CE RECAL L  

16 

4ロ－ロ.. ~色 3、
掲載頁

17 
18 
19 

20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
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命 令 ｜ 機能
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掲載頁
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[ A} ]  A UT O I NFORMAT I ON 

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機能
I F コマンドのパラメータのいずれかが変わった場合．自動的に IF コマンドをセソ Pl  AI のON/ OF F
トから送り出す機能を ON/ OF Fする。

設 I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
｛ 疋 I  A  I  I  I  Pl  I  ;  I  
コ
ーマ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
／ 

力 ドコ
てF’ 読i I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
／ み レィイド 出

し
コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
てp
，，， 
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  JO II 12 13 

出 店、 I  I  I  F  Iパラiメ－ ：：はザコマ lンド坊照 i

力 答 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
’ 字 7  
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

(l )IF コマンドのパラメータの変化を約1.5秒毎にチェックする。もし変化した場合は自動的に IF コマンドを出力する。

解 (2）スキャン動作中または同調つまみの回転中はチェック時聞が1.5秒より長くなります。
説

17 



巨] J ~ DOWN/ UP  

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機
マイクロホンの UP / DOWNスイソチと同じ機能

古E

吾員又凡 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
I 》 N ｜；｜ ｛ 正巳 U , P  

コ
’マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
／ 

力 ドコ
7  Ut  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
ン み

l~I ド 出
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ::r 
ーマ
/  
ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

出 応空~ 、 l~I 
力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
ー宇 ーマ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド

解
説

18 



巨E 巨E F REQUENCY  V F O A/ F REQUENCY  V F O B  

パラメータ｜ 書式 ，｛ラメータの機能

機能
V F O A またはV F O Bの周波数の設定および読み出し Pl  4  周波数

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
，疋.. F  A  PI F  B  

コ
．マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン ｜；｜ 力
コ ド
－マ 言売 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み F  A  ｜；｜ ド 出し F  B  

コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
．守
，－ 〆

ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応答
PI  

力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ ｜；｜ ' 7  ．マ
. /  . /  27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

19 



書式 パラメータの機能

機
フィルターの選択 Pl ,  P2 26 F I L T ER 

ム円レE  

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II 12 13 
｛ 疋 I  F  '  L  I  Pl  P2 ｜；｜ 
コ ． 
ー宇 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ドコ
てp

ユ面T金1: 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み I  F  L  I  ;  I  ド 出

し
14 15 16 17 18 19 ::, 20 21 22 23 24 25 26 

ー宇
，，， 
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  I O II 12 13 

出 応、 I  F  I  L  l  Pl  P2 ｜；｜ 
力 活. .  ~ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
ヨ亨 7  
Jノ ／ 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

20 



( TI ]  [I: fJ F UNCT I ON RX,  F UNCT I ON T X  

パラメータ｜ 書式 ｜ パラメータの機能

機
V F O A,  V F OBまたはメモリーチャンネルの設定 Pl  3  F UNCT I ON 

ムH包"'  

設 2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
｛ 正巳 手~ I  Pl  I  ;  I  
コ
’マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 . /  
力 ドコ
ー亨

2扇ヲ金, : 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 I )  12 13 
／ み ｜／／／｜ If', 

し 14 15 16 17 18 19 20 コ 21 22 23 24 25 26 
" 7'  
/  

ド

2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

出 応 区三三l
力 生ロ主 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
’マ ?  
ン . /  27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

角平
説

21 



[ @: J  I D 

古式 ｜ パラメータの機能

機
ノf ーソナルコンビュータがどのセットに接続されているかを認識するための Pl  16 モテルナンバー 009

古E MODE L ナンバーを読み取る。

吾d又凡 I  2  3  4  5  6  7  日 9  10 II 12 13 

｛ 正巳 ｜／／／｜ 
コ
ー亨 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ／ 
力 ド
コ
eヨF 旦品冗金 I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
. /  み D  I  ;  I  ド ．中a

し 14 15 16 17 18 19 20 21 :::, 22 23 24 25 26 
7 '  
/  
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 r.l)、 I  I  '  D  I  Pl  ｜，｜ 
力 活F二2正 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
’マ v亨

／ . /  27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

向平
説

22 



D£J  I NF ORMAT I ON 
パラメータ｜ 書式 ｜ パラメータの機能

セッ卜の状態を読み出す。 Pl  4  ：表不周波数
機 P2 ；ブランクにします。
ムHレE  P3 5  :  RI T周波数

P4 :  RI TのON/ OF F

自主 1  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II 12 13 P5 : XI TのON/ OF F
iE ｜／／／｜ P6 i ブランクにします

P7 7  ーメモリーチャンネルコ
ー亨 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 PS 11 :  T X / RX  

入
力

. /  pg 2  :  MODE  
ド PI O 3  :  F UNCT I ON コ

てF
昌二1i. 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 Pl l  : S CANのON/ OF F

／ み
F  I  ;  I  Pl 2 :  SPL I TのON/ OF F

ド Pl 3 1  : T ONEのON/ OF F
し
C:J 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 Pl 4 14 :  T ONE周波数
ぺ7 Pl 5 J ブランクにします。
/  

ド

2  3  4  5  6  7  8  9  JO II 12 13 

出 応 Pl  
7) 世ロ主 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ

I  P4 I  P5 I  L J  I  e 宇 ?  P3 
／ ／ 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド P7 I  PS I  pg I p川P11j P12j p13j PI4 I  L _ J  I  ;  I  

解
j見

23 



( IK]  L OCK 

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機能
L OCKのON/ OF F およぴ読み出し Pl  L OCKのON/ OF F

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
，疋＆司． I  L 』 K I  Pl  I  ;  I  
コ
7  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力
コ ド
．マ li1f I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン λ 仇

I  L I  K I  ;  I  ド 出
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ．守
，－ー，， 
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応答
I  L  I  K  I  Pl  I  ;  I  

力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
ーマ ．マ
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

24 



匝］） ME MOR Y  C HA NNE L  

パラメータ l 書式 パラメータの機能

メモリーチャンネルの設定 P l  プランクにします。
機能

P 2  7  メモリーチャンネル

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
｛ 疋 IM,clL..11 P 2  ｜；｜ 
コ
．マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力
コ ド
’守 言1t 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
ン み E 三三｜ド 出し

コ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
．守
，－ー，， 
ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

出
応生l-ヨ、 ~三｜

力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
．マ ．マ
ン . , / 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

25 



匝E MODE  

書式 ノf ラメータの機能

機
MODEの設定 Pl  2  MODE  

古E

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  I O II 12 13 

'.iE I  M '  D  I  Pl  I  ;  I  
コ
’＂＇ 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入 ン
力 ドコ
’＂＇ 読i I  2  3  4  5  6  7  8  9  I O II 12 13 
ン み ｜／／／｜ ド 出

し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ::, 

’亨，〆
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応答
｜／／／｜ 

力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
?  てF
／ ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

解
説

26 



~ ME MOR Y  R E AD 

ノf ラメータの機能

メモリーの読み出し P l  9  ：スプリソト指定
機

P 2  ：フ’ ランクにします。ぷ Ii~

P 3  7  ；メモリーチャンネル

設 2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
P 4  4  ：周波数

1  _ _ _ . . - I  ｛ 疋
:  MODE  コ P 5  2  

て7 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
入 ン P 6  10 ーメモリーロックアウト
力 ド :  T ONE  ON/ OF F  コ P 7  

ー宇
言売 2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 P S  14 [  T ONE周i皮数

／ み I  M l  R  I  P l  I〕｜ P 3  ｜；｜ 出 pg ：フ’ ランクにします。
し
::, 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
?  
/  

ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応、 I  M l  R  I  P l  I〕｜ P 3  P 4  

力 公ロ~ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ I  P 5  I  P 6  I  P 7  I  P S  ｜］｜；｜ ’マ ’ ' 7 
／ ／ 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド

メモリーが空きチャンネルの時，すべてのパラメータが Oになる。

解 区間指定チャンネルの下限周波数はP l = Oとして，上限周波数はP l = l として読み出す。
説

27 



~ ME MOR Y  WR I T E  

書式 I  パラメータの機能

メモリーの書き込み P l  9  ：スプリソ卜指定
機
自E P Z  ：ブランクにします。

P 3  7  ；メモリーチャンネル

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II 12 13 P 4  4  l 周波数
I M '  w  I  P l  ｜〕｜｛ よ己 P 3  P 4  

コ P 5  2  :  MODE ( T UNEを除く）
7  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 i メモリーロックアウト入 . /  I  P 5  I  P 6  I  P 7  I  P S  ｜］｜，｜ P 6  10  

力 ド I  :  T ONEのON/ OF FP 7  
コ
ーす 言売 1  2  3  4  5  6  7  8  9  I O II 12 13 P S  14 [  T ONE周j皮数
ノ、 み ｜／／／｜ ！ブランクにします。ド 庁t

pg 
し

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 コ 24 25 26 
ーマ
/  、
ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 店、 ~ゴ
力 生J: 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
’マ ’.， 
. /  ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

(1）すべてのパラメータを間違いなく入力してくださ L、。

解 (2）周波数の有効桁がすべて 0 の場合，空きチャンネルに設定します。
説 ( 3）スプリットチャンネルの両方が空きチャンネルの時，どちらか一方た司けを書き込むと他方も同じ周波数が書き込まれます。

( 4）区間指定チャンネルの下限周波数はP l = O として，上限周波数はP l = l として読み出す。

28 



~ AI P 

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機能
AI PスイッチのON/ OF F Pl  AI PのON/ OF F

設 I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

｛ よ己 IM' X  I  Pl  I  ;  I  
コ
’ す 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 . /  
力 ドコ
’ マ .ヲ"t 2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み IM I X  I  ;  I  ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ＝ョ

ーす

，，， 
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応、 IM I  X  l  Pl  I  ;  I  
力 生J: 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
．？ ’ マ
ン ／ 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

29 



巨E PI TCH 

書式 ｜ パラメータの機能

機
ピッチの設定 Pl  25 I  PI TCH 

自E

設 I  2  3  4  5  6  7  8  9  I O 11 12 13 
｛ 疋 I  P , T J  Pl  ｜；｜ 
コ ． 
ヨ亨 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
／ 

力
コ
’す 言売 2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
. /  み

T I  ;  I  ド げz
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 CJ  
ーす

/  
ド

l  2  3  4  5  6  7  自 9  10 11 12 13 

出 応、 I  p  j  T I  Pl  ｜，｜ ． 
力 望Fヨl: 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
' 7  ’？ 
／ ／ 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

角平
説

30 



巨] J RI T CL E AR 

書式 パラメータの機能

機能
RI T/ XI Tの周i皮数を 0 にクリアーする。

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II I2 I3 

｛ よ己 I R  C  I  ;  I  
コ
’マ I4 15 16 I7 I8 I9 20 2I 22 23 24 25 26 

入
／ 

力 ド
コ
’手 読i 1  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II I2 I3 
ン み

1  _ _ _ . - - - - I  出
し
,:, I4 15 I6 17 18 I9 20 2I 22 23 24 25 26 
" ?  
/  
ド

1  2  3  4  5  6  7  日 9  IO II I2 I3 

出 応答
｜／／／｜ 

力 I4 15 16 17 18 I9 20 2I 22 23 24 25 26 
コ コ
ーマ ーマ
ン ン 27 28 29 30 3I 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド

RI T周波数と XI T周I皮数が同じなのでXI T周波数もクリアーされる。

解 このコマンドを使用すると， RI T/ XI Tつまみの位置と異なったRI T周波数になります。再度， RI T/ XI Tつまみを回すと，その位
説 置に対応したRI T周波数になります。

31 



[[fi l [[i l l RI T UP/ RI T DOWN 

パラメータ｜ 書式 ［ パラメータの機能

機
RI T/ XI T周波数のUP/ DOWN

有E

壬，＆ 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
｛ よ己 ：・さE L  》 ｜；｜ 
コ
．マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 /  
力 ド
コ
てF 二問冗金 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
／ み ｜／／／｜ ド 出

し 14 15 16 17 18 19 20 21 コ 22 23 24 25 26 
ーす

/  

ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応、 ｜／／／｜ 
力 活Fヨ~ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
7  ’マ
／ ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

RI T周波数とXI T周波数が同じなのでXI T周波数もUP/ DOWNされる。
解 このコマンドを使用すると， RI T/ XI Tつまみの位置と異なったRI T周波数になります。再度， RI T/ XI Tつまみを回すと，その位
説 置に対応したRI T周波数になります。

32 



巨E R E AD ME T E R  

書式 ノf ラメータの機能

機 メーターの選択，メーター値の読み出し。 P l  2 4  ；メーターの選択
ムH収E  

P 2  2 2  ：メーターレベル

壬R凡又.  I  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II 12 13 

｛ 瓦己 I  R  ' M  I  P l  I  ;  I  
コ
てE’ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入
／ 

力 ドコ
’ 宇 品売 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
. /  み

I R '  M I  ;  I  ド 出
し
＝ョ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
ー手

，〆

ド

2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応、 I  R  I M  l  P l  I  P 2  l  ;  I  '  力 忽A正 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
て7 ’ 字

. /  ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド

解
i見

33 



巨E RI T 

書式 パラメータの機能

機
RI T スイッチのON/ OF Fの設定 Pl  RI T のON/ OF F

自E

設 I  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II 12 13 
｛ 疋 I  R  '  T  I  Pl  I  ;  I  
コ
7  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ドコ
てF 読； 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み ｜／イ／｜出

し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ
ーす

，〆

ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応答、 区三三ゴ
力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
－マ ’マ
/  ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

34 



巨三日巨三日 RX / T X

パラメータ｜ パラメータの機能

機 R X…・・－ 受信状態にする

古E T X… …送信状態にする

設 I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
｛ 疋 可HF 手X{  ｜；｜ 
コ
’ 7  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ドコ
7 '  読i I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み 巳三三｜ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ::, 

’ 宇
，，， 
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

出 応答 長三三｜
力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
．マ ．マ
. , / ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

REC/ S ENDスイッチは必ずRE C，こしておいてく fごさ L、。
解
自見

35 



匡ヨ S CAN

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機
S CANキーの ON/ OF F の設定 Pl  S CANの ON/ OF F

ム fl~

設 I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
｛ 五五 I  s  '  C  l  Pl  l  ;  I  
コ
7  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 . /  
力 ドコ
’ 字 白書i I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み ｜／／／｜ 出

し
＝ョ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
ー宇

/  
ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  IO II 12 13 

出 応、 1  _ _ _ _ - - - I  

力 活E二’ t  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
7  ザ亨

／ ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

36 



匡] J [ [ I )  SLOPE T UNE  HI GH/ SLOPE T UNE  L OW 

パラ j ータ｜ 書式 ノf ラメータの機能

機
SLOPE T UNEの帯域幅の設定および読み出し Pl  12 通過帯域周波数

自E

設 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
｛ 疋 S H  Pl  ｜；｜ S L  
コ
’マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ド
コ
て戸 読i I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
ン ♂み S H  ｜；｜ ド 出 S L  

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ

ー宇
，町E，，， 
ド

I  2  3  4  5  6  7  日 9  10 11 12 13 
S H  Pl  ｜；｜ 出 応 S L  

力 忽 o=,~ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
てF 7  
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

このコマンドを使用すると. SLOPE T UNEつまみの位置と異なったSLOPE T UNE帯域幅になります。再度， SLOPE T UNE  
解 つまみを回すと，その位置に対応したSLOPE T UNE帯域幅になります。
説

37 



匡E S  ME T E R  

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機
S メータ一信号の出力 Pl  22 メーターレベル

ム円仇E  

ー民又凡 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
｛ 疋 ｜／／／｜ 
コ
ー手 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 . / 
力
コ
てF

ー売 2  3  4  5  6  7  8  9  I O II 12 13 
／ み I  s  I M  I  ;  I  出

し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 ::::J 
?  
，〆

ド

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

出 応 I  s  I M  I  p  1  ｜；｜ 
力 生Eヨt  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
’マ ’ '7 
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

ド

送信中はP OWE Rメーターの指示が出力されます。

解
言見

38 



巨E T ONE  NUMB E R  

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機
サブトーン周波数の設定 Pl  14 T ONE周波数

古E

設 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 No.  周店数（Hz ) No.  周波数（ Hz )

I T  I N  I  ｜；｜ 01 67. 0 20 131. 8 
｛ L己 Pl  02 71. 9 21 136. 5 
コ 03 74. 4 22 141. 3 
’ 宇 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 0 4  77. 0 23 146. 2 

入
力

ン 05 79目7 24 151. 4 
ド 0 6  82. 5 25 156. 7 

コ 07 85. 4 26 162. 2 
7  ヱ品主冗量 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 08 88. 5 27 167. 9 
ン み

l~I 
09 91 .5 28 173. 8 

ド 出 10 94. 8 29 179. 9 
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 1  1  97. 4 30 186. 2 コ
ー宇 12 100. 0 31 192. 8 
／ 13 103. 5 32 203. 5 
ド 14 107. 2 33 210. 7 

15 110. 9 34 218.  1  
1  2  3  4  5  6  7  自 9  10 11 12 13 16 114. 8 35 225. 7 

区三三｜ 17 118. 8 36 233. 6 
出 応答 18 123. 0 37 241 .8 
力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 19 127. 3 38 250. 3 
コ コ
7  ’ 手

ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

39 



[yfi l VOI CE RECAL L  

パラメータ｜ 書式 パラメータの機能

機能
VOI CEキーをONにする。

設 1  2  3  4  5  6  7  自 9  10 11 12 13 
，疋A 『・ I V  '  R  I  ;  I  
コ
－マ 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ドコ
’マ 言売 I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 
. /  み E三三｜ド 出

し
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ

ーマ’
，－ー，， 

ド

I  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 

出 応答 E三三｜
力 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
7  7  
ン ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

音声合成ユニット VS- 2（別売）を取り付けた時に動作します。

解
説

40 



区E XI T 

パラメータ｜ パラメータの機能

機 XI T の ON/ OF F の設定 Pl XI TのON/ OF F

設 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
，疋A『． I  X  '  T  I  Pl  I  ;  I  
コ
7  14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

入 ン
力 ドコ
7  言1c 2  3  4  5  6  7  8  9  10 II 12 13 
ン み

~ゴド 出
し 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 コ
て手’
／ 

ド

2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 

出 店、 区三つ
力 生同主 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
コ コ
7  ．？ 

／ ン 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 
ド ド

解
説

41 
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